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ギャップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１．画面説明 
条件設定より分析を開始すると、以下のような画面が表示されます。 
 

表示される分析結果画面 

 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
  
 
 
 
 
 
 

ある２つの期間を比較することで、各店舗における変化の原因が特定できる分析機能です。 
先月と今月を比較する、もしくは平日と休日を比較すると、どこの店舗が稼働を伸ばしているか、
どの機種が要因なのかを数値化することができます。 
商圏の相関性を見るだけでなく、原因の特定、施策の効果検証も可能です。 

②分析タブ 現在設定している条件 ①条件設定 

④機種別詳細 

③種別詳細 

差分とは、【ベース日付】から【比較期間】を引いた数値を指します。 
青色は、ベース日付の数値の方が高く、赤色は、ベース日付の数値の方が
低いということになります。 
 
一行目のパーラーＡの 22.1人という数値は、 
【ベース日付】の 2019/04/01～2019/04/07 の客数が、 
【比較期間】の 2019/03/25～2019/03/31 の客数よりも 
22.1人多かったという結果を表しています。 
これにより、4月に入ってから集客が伸びたと言えます。 

マニュアル データ出力 ⑤集計行表示 
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青文字項目の詳細は、「Enterprise  ver.2 基本操作マニュアル」をご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 説明 

① 条件設定 分析条件を設定します。 

② 

分 

析 

タ 

ブ 

評 

価 

軸 

客数 客数における差分を表示します。 

稼働率 稼働率における差分を表示します。 

占有率 占有率における差分を表示します。 

切 

り 

口 

差分ランキング プラスの差分が大きい順にランキング形式で表示します。 

差分比較 プラスの差分とマイナスの差分を比較して表示します。 

 表 店舗ごとに分析結果を一覧で表示します。 

③ 種別詳細 P・S別、貸玉別、T・S別のデータを表示します。 

④ 機種別詳細 各店舗に登録されている機種別のデータと差分を一緒に表示します。 

⑤ 集計行表示 全店舗合計の分析結果を表示します。 

現在設定している条件 
表示している分析の条件が表示されています。 
各アイコンをクリックすることで変更も可能です。 

マニュアル ギャップ機能のマニュアルを表示します。(※別ウィンドウが開きます) 

データ出力 分析結果を出力します。                  出力項目︓ 
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２．詳細機能説明 

①条件設定 

差分を出すために二つの期間を選択します。 
「ベース」は基準となる期間、「比較」は比較対象となる期間なので、「比較」の方が過去の日付である必要があります。 
また、ショートカットボタンで簡単に条件を設定することもできます。 
 
 
 
 
 
 
 

③種別詳細 

各商圏店の店舗名横の    をクリックすると、下に P と S が表示されます。 
さらにクリックすると P・S それぞれの貸玉、タイプ・スペック別の表記が出ます。 
それぞれの平均と時間別稼働率・客数を見ることができます。 
 
一括で操作したい場合は、                                       ボタンは、表記されている項目で
詳細を表示します。 
 

④機種別詳細 

各店舗の      をクリックすると、機種別の詳細を見ることができます。 
表示期間は、ランキングで表示されている期間と連動しています。 
また、画面左下の             より各種データをダウンロードすることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

パーラーA 
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３．活用方法 

施策の検証 

自店で入替やリニューアルなどの施策を行った場合、その前後の期間を比較することで施策の検証を行うことができます。 
ベース日付に施策を行った日を含むその後の期間を、比較日付に施策を行った日の前日までの期間を選択します。そうすること
で、施策を行った結果、自店及び他店にどのような影響をもたらしたのかという結果が表示されます。施策に基づいて自店の客数
は増えているのか、また反対に近隣で客数が減っている店舗があったとしたら、どこの店舗から自店に呼び込むことができたのかとい
うような検証が可能になります。 
同様に、近隣でグランドオープンした店舗があった場合、その店舗を含む商圏の店舗グループを作成します。そして、ベース日付に
グランドオープン日を含むオープン後の期間を、比較日付にグランドオープン日の前日までの期間を選択します。そうすることで、グラ
ンドオープン前後の期間で、どこの店舗が客数を減らしたのか、またそれはどの貸玉の、どの機種だったのかということまで検証するこ
とができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稼働が伸びる機種を知る 

稼働率の高い日と低い日を比較することで、どこの機種で稼働を伸ばせているのかを知ることができます。 
例えば、ある店舗は７のつく日の稼働が一番高く、反対に２のつく日の稼働が一番低いとします。その場合ベース日付に 7 のつく日
を選択し、比較日付に 2 のつく日を選択すると、稼働率の一番高い日と一番低い日を比較することになります。 
そして、店舗名の横にある     から機種別に稼働率の変化を見ることで、どこの機種で特に稼働率が伸びているのかを知ること
ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

オープン後週 オープン前週 

新店オープンによって各店舗が影響を受けていることが分かる。 

新店 A 

パーラーB 

パーラーC 

パーラーD 

パーラーE 

パーラーF 
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